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研究成果の概要： 
機械工学系の学術口頭発表における質疑応答には、ある規則性が見られる。例えば，口頭発

表から質疑応答に移行する場合は、A(発表者による口頭発表終了宣言), B(参加者の拍手と

議長の発表者への礼)のように、AB が対(adjacency pair)である事が分かった。さらに、議

長は複数の役割(例：質疑応答の進行係、質問者、助言者)を果たしている。つまり、質疑応

答のセッションは、議長、発表者と質問者で相互構築されている。 

機械工学系研究者の英語活動については、研究者は(1)学術目的で英語を定期的に使用している、

(2)専門的な場面での英語使用よりも、日常会話のような一般的な場面での英語使用が苦手であ

る, (3)学生に必要な英語力については、企業での英語使用状況を想定し専門的な英語知識を身

につけるべきである-と感じている事が分かった。 
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１．研究開始当初の背景 

大学での英語教育の目標は、「知識」としての英語

教育ではなく、仕事上などで英語が使える人材を

育成すべく、「運用」としての英語教育であるべき

であろう。関西大学理工系学部では、「日本技術

者教育認定機構 (Japan Accreditation Board for 

Engineering Education, JABEE)」の認定を得てい

るが、その教育目標認定基準には、「日本語による

コミュニケーション能力」に加えて「国際的に通

用するコミュニケーション基礎能力」が挙げられ

ている。例えば、国際学会などで英語の口頭発表

をするなどは、このコミュニケーション基礎能力

に含まれると考えてよい。 

 「専門領域に特化した英語教育」— それぞれ
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の学問領域や職域に固有である学習者のニーズ

に基づく英語教育— (English for Specific 

Academic Purposes, ESAP)は、1960年頃から始

まった。今や世界的に注目され、日本に於いて

も活発な研究がなされていることは望ましいこ

とである 

 しかしながら、これまでの研究は、主に書き

言葉（専門用語や論文の解釈、論文の執筆など）

が中心である。大学院生や社会人に必要な話し

言葉（口頭発表、質疑応答など）はほとんど研

究されていない。例えば、理工系学部で学ぶ大

学院生にとり、就学中や卒業後に求められる英

語運用能力とは何か。また大学院で行うべき

ESAPはどうあるべきか。学術口語英語活動はど

のようなものか。これらの研究課題を、国際社

会に活躍する人材を育成するための英語教育は

何かを探る視点から、研究する。 

 

２．研究の目的 

本研究の主たる目的は次の3点である。 

(1) 機械工学分野における学術口語英語活動

とは何か。 

機械工学専攻に属する大学院生、研究者（ノビ

ス（初心者）からエキスパート）を対象にし、

研究生活における英語活動を明らかにする実

態調査を行う。具体的には、機械工学領域の国

際学会にて、学術口語英語活動（口頭発表、質

疑応答、レセプションでの会話など）を資料収

集（音声、映像）する。 

(2) 機械工学専攻に属するノビス研究者の学

術英語活動ニーズは何か。 

ノビス（初心者）・エキスパート研究者が属す

るディスコース・コミュニティのニーズ分析を

行う。これまで、ニーズ分析は多く行われてき

た。しかし、しばしばジャンルが異なる事例研

究 (e.g., Orr, 2002)であるとか、数量的なデ

ータ収集（笹島 et al. 2003）に限られていた。

あるディスコース・コミュニティについて、質

的な研究によるより正確なニーズ分析はこれ

までにあまりなされていない。本研究では、関

西大学・システム理工系学部・機械工学専攻に

所属する全ての研究者に、学術口語英語活動に

ついてニーズ調査を行う。 

(3)ノビス研究者を対象にした、学術口語活動

をより潤滑に進めるための教材はどのような

形か。 

上記の(1)と(2) の資料を分析し、ノビス（初

心者）研究者を対象にした学術口語英語養成

のための教材開発・指導法の開発を行う。こ

の試みは、(1) ある特定のジャンルに於ける

ノビス（初心者）研究者のニーズ分析に基づ

いていること、(2) 口頭発表などによる生の

学術口語英語活動資料を基にした研究者養

成用教材となる。 

 

３．研究の方法 

３つの研究目的にそって研究方法について

述べる。 

(1) 機械工学分野における学術口語英語活

動。 

機械工学系の国際学会にて、学術口語英語活

動（口頭発表、質疑応答など）を資料収集（音

声、映像）する。収録された資料は文字化し、

談話分析（discourse analysis、DA）による

マクロ分析と会話分析 (conversation 

analysis, CA) によるミクロ分析を行う。 

(2) 機械工学専攻に属するノビス（初心者）

研究者の学術英語活動とニーズ分析。 

機械工学専攻に所属する全ての研究者に、学術

口語英語活動とニーズについて調査を行う。具

体的には、①システム理工学部教員はどのよう

な場面で英語を使用するのか、②システム理工

学部教員はどのような英語学習が必要だと感じ

ているか、③システム理工学部教員は学生がど

のような英語力を身につけるべきだと考えてい

るか、④システム理工学部教員はどのような英

語教育をするべきだと考えているか、を調査課

題として、関西大学システム理工系学部機械工

学科の教員20名に2007年10月から11月にか

けて、半構造化面接と質問紙調査を行った。 

(3)ノビス（初心者）研究者を対象にした、

学術口語活動のための教材作成。 

上記の(1) と(2) の資料を分析し、ノビス

（初心者）研究者を対照にした学術口語英語

養成のための教材開発・指導法の開発を行う。 

 

４．研究成果 

(1) 機械工学分野における学術口語英語活

動。 

機械工学系の国際学会（17th International 

Symposium on Transport Phenomena, 平成１

８年９月４−８日、富山市）にて、データ収

集を行った。この学会は、この分野で代表的

な国際学会であり、アジア、ヨーロッパ、北

米、日本からの参加者（参加者総数２１０人）

があり、使用言語は英語であった。口頭発表



（合計４７点）のうち２４点の質疑応答部分

のみを会話分析方法により文字化した。この

方法では、『ポーズ』、『強調』、『言いなおし』、

『とまどい』，『笑い』などを詳細に文字化す

る。 

このミクロ的分析により、質疑応答はある規

則に添って行われている事が分かった。ここ

で、口頭発表終了の場面が、発表者、参加者

(発表を聞いている人)と議長のやりとりで

行われている１例を見てみよう。 

（例１：QA3） 

1 P:thank you very much for your attention. 
2 A:((app[lause)) 
3 C:        [thank you very much. 
4 (.2) 
5 C: is there any ↑question: or comments? 
6 (6.2) 
ターン1では、発表者(P)が“thank you very 

much for your attention.“と自分の発表が

終了したことを告げる。その返答としてター

ン２で、参加者(A)が拍手をし、殆ど同時に

議長(C)が”thank you very much“と言い、

１対話をなしている。つまり、 

A—発表者：口頭発表の終了 

B—参加者：拍手と議長：発表者への礼 

のように、AとBが対(adjacency pair)とな

り、口頭発表の終了から質疑応答に移行して

いることが分かった。またこの AB 対は、そ

の直後も見られ、議長がターン３で、“thank 

you very much.”と言った事が、次のターン

５（ターン４はポーズ）で、質疑応答を開始

する“is there any ↑question: or comments?
“発話を促し、対となっている。 

A—議長：発表者への礼 

B—議長：質疑応答の開始 

このような規則性は、機械工学の口頭発表と

いうディスコース・コミュニティでは、認識

されていたかもしれないが、本研究で文字化

されたデータにより実証できたことは、有意

義であろう。 

 学術口頭発表の質疑応答において、議長が

複数の役目を果たしていることも分かった。

議長は、口頭発表の開始と終了を宣言する、

質疑応答の質問者や回答者を指名するなど

の進行係に加え、多くの役目を果たしている。

例えば、 

1. 会場の参加者から質問がでない場合は、

議長が必ず質問をする。（質問者） 

2. 質問に対して、発表者が理解できなかっ

たり、誤解したりなどで質疑応答がうまく進

行しない場合は、そのメディエーターとして、

質問を言い換えたり、質問者の発言を途中で

止めたり、助言を出したりする。（メディエ

ーター） 

3. 発表者に対して、求められなくても助言

を与える。（アドバイザー） 

つまり、議長は、ただ単に質疑応答を進行す

るのみでなく、質問者と発表者と協力し、『質

疑応答』を相互に構築する役目を果たしてい

る。 

 今後の研究分析は、ノービス（初心者）と

エキスパートが質疑応答をどのように構築

しているか、質疑応答に関して、両者間の類

似点や相違点はあるか。議長や参加者が、ノ

ビス（初心者）発表者へ助言を与える場合、

どのような方法で行っているか。また優れた

発表に対してのほめ言葉、発表者への依頼表

現などの発話行為についても、検証して行き

たい。 

(2)機械工学専攻に属する研究者の学術英語活

動ニーズ分析。 

システム理工学部教員への面接調査及び質問紙

調査を見ると、システム理工学部教員は定期的

に学術目的で英語を使用しているが、読み書き

を中心とした専門的な場面での英語使用につい

てよりも、日常会話のような一般的な場面での

英語使用に苦手意識を感じている事が分かった。

特に聞き取りについて苦手意識が強く、異文化

知識や日本文化の知識を身に着けて、会話の内

容に広がりを持たせたいと感じている様子が分

かった。つまり、システム理工学部教員にとっ

ての英語学習課題は、コミュニケーション能力

の向上であると言えるだろう。 

 学生に必要な英語力については、システム理

工学部教員は自身の英語使用状況よりも、企業

での英語使用状況を想定し、海外での技術指導

や製品説明に備えて、専門的な英語知識を身に

つけるべきであり、それと共に、コミュニケー

ション能力も重要だと感じている事が分かった。

そのため、学生に必要な英語教育として、専門

的な英語については、論文の書き方指導やプレ

ゼンテーションといった実践指導を求めており、

英語での質疑応答を体験する授業を理想として

いる事も分かった。また、学生には基礎力や応

用力が不足し、英語学習の必要性を認識してい

ないと感じ、動機づけやニーズの認識、学習へ



のきっかけ作りといった情意的な支援も必要だ

と考えている様子も伺えた。 

 上記の結果から、システム理工学部教員は、

企業での英語使用実態を反映したコミュニケー

ション能力を育成する英語教育を求めており、

それを通して、学生に英語のニーズを認識させ

たいと考えているように思われる。 

(3) 学術口語活動のための教材作成。 

この部分は、これからの課題としたい。上記の

質問紙結果から明らかなように、システム理工

学部教員は、英語使用実態を反映したコミュニ

ケーション能力を育成する英語教育を求めてい

るようである。生のデータ（口頭発表）を生か

した教材は、これまでに例が少なく、今後の教

材作成の焦点となる。 
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